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時速150km、

特急「はくたか」が在来線では日本最速に

　北越急行㈱の記者会見が11月25日㈱、市役所で行われ、12月8日の

ダイヤ改正から特急「はくたか」のうち、681系6往復を在来線では日

　本最速の150kmで運転すると発表しました。

　　　ほくほく線は、新幹線を除く鉄道としては日本最高の時速160km

　　で走行できる高規格鉄道として設計されています。北越急行㈱で

　　は、昨年3月の開業以来最高運転速度を140kmに設定して運転を続

　　けていましたが、運行管理の経験と車両性能等の安全確保につい

　　て見極めができたことから今回10kmのスピードアップを図るもの

　　です。時速150kmでの運行区間は、六日町・犀潟間の59．5kmで、短

　　縮時間は1分ですが、将来的には設計速度の160kmを目指し、さら

　　に時間短縮を図ります。また、大熊専務は来年1月から特急「は

　　くたか」の7・14号を試験的に大阪駅まで延長運転すると発表しま

　した。7号は大阪駅発6時32分・越後湯沢駅着11時59分で1月8日か

ら2月26日までの月・金曜日。14号は越後湯沢駅発16時48分・大阪駅着

22時51分で1月7日から2月28日までの木・日曜日の運行となります。

タクシー乗務員研修会
「乗務員の顔はその町の顔」

○
）

／
－
ー
x
、

撮
　越後妻有郷タクシー協会主催による乗務員研修会が11月26日休）・27日

㈹、クロス10で開催されました。これは、ほくほく線の開業やリゾート

　のオープンに伴い越後妻有郷タクシー協会が観光タクシーを始めたの

　　をきっかけに、乗務員の教育の一環として行っているものです。

　　　　初日は、市文化財保護審議委員・市博物館友の会会長の大島伊

　　　一さんを講師に迎え、越後妻有郷の観光資源について講義を聞き

　　　ました。また、2日目はテレビ・ラジオでも有名な女性タクシード

　　　ライバーの草分けで、東京個人タクシー協会会長の青野輝子さん

　　　を講師に迎えました。青野さんがタクシードライバーとして走っ

　　　た距離は170万km、乗せたお客様は約14万2千人（今年1月6日現

　　　在）。講演の中では、戦後愛媛県松山市から上京し、代議士の書生、

　　　女性としての車セールス第1号など様々な職を経験したことや、

　　女性タクシードライバーとなるために都内のタクシー会社を片っ端

　　から訪問、23社目で男と一緒に働けるならと雇ってもらったことなど

　をユーモアたっぷりに話しました。また、「タクシードライバーの顔はそ

の町の顔です。健康が第1、賭事などはほどほどに」と結びました。
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，
雛
鷹
軽
の
願
い

　
　
　
圏
沸
は
、
サ
ケ
が
戻
っ
て
く
る
こ
セ

瀬

　
十
日
町
地
域
の
信
濃
川
は
、
水
力
発
電
開
発
の
た
め
に
昭
和
の
初

め
か
ら
大
量
の
水
を
取
水
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
来
あ

る
べ
き
川
の
姿
が
壊
さ
れ
、
ま
た
近
年
は
生
活
用
水
に
も
事
欠
く
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
深
刻
な
現
状
に
対
し
て
「
命
の
水
を
呼

び
戻
し
、
母
な
る
信
濃
川
に
蘇
生
さ
せ
よ
う
」
と
、
十
日
町
市
・
中

魚
沼
3
町
村
と
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
で
は
、
8
月
か
ら
1
0

月
に
か
け
て
署
名
活
動
を
行
う
と
と
も
に
1
1
月
に
は
決
起
大
会
を
開

催
、
さ
ら
に
1
2
月
に
は
国
、
J
R
東
日
本
、
東
京
電
力
へ
出
向
い
て

要
望
・
要
求
書
、
署
名
簿
を
提
出
し
、
水
量
の
増
大
を
訴
え
ま
し
た
。

大
会
で
「
正
当
な
権
利
」
を
確
認

　
「
信
濃
川
に
水
を
取
り
戻
す
中
魚

沼
郡
・
十
日
町
市
決
起
大
会
」
が
1
1

月
1
5
日
㈲
、
J
A
十
日
町
本
所
大
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
、
約
3
0
0
人
の
地

域
住
民
が
参
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昭
和
5
7
年
か
ら
運
動
を
進
め
て
い
る

「
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
」

（
樋
熊
清
治
会
長
）
と
中
魚
沼
4
市

町
村
が
共
催
し
て
開
い
た
初
め
て
の

決
起
大
会
で
す
。

　
樋
熊
会
長
と
本
田
市
長
の
主
催
者

あ
い
さ
つ
、
白
川
議
員
を
は
じ
め
衆
・

参
国
会
議
員
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
3
町
村
長
が
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
会
宣
言
と

大
会
決
議
を
採
択
、
3
項
目
の
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
全
員
起
立
の
う
え
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
熊
会
長
は
「
昔
は
数
m
掘
れ
ば

水
が
出
た
。
し
か
し
今
や
2
0
0
m

近
く
も
掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
あ
る
。
水
力
発
電
用
に
信
濃
川

の
水
が
取
ら
れ
て
い
る
の
が
原
因
だ
。

今
、
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
近
い

う
ち
に
大
問
題
に
な
る
。
行
政
と
力

を
合
わ
せ
て
、
昔
ど
お
り
の
信
濃
川

に
戻
す
ね
ば
り
強
い
運
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
田
市
長
は
「
信
濃
川
本

流
に
水
を
戻
す
署
名
の
4
5
、
3
5

4
人
と
い
う
予
想
を
は
る
か
に
超
え

た
数
字
は
、
地
域
住
民
の
水
に
対
す

る
強
い
思
い
の
表
れ
で
あ
る
。
署
名

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。
平
成
7
年
3
月
に
建
設
省
と

新
潟
、
長
野
の
両
県
が
策
定
し
た
信

濃
川
水
系
水
環
境
管
理
計
画
で
、
大

河
信
濃
川
に
ふ
さ
わ
し
い
河
川
環
境

を
保
全
す
る
目
標
水
量
と
し
て
毎
秒

33

㎡
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
段
階

は
今
世
紀
中
に
こ
の
目
標
水
量
を
達

成
す
る
こ
と
、
将
来
的
に
は
生
態
系

の
復
活
を
象
徴
す
る
サ
ケ
が
長
野
県

ま
で
遡
上
す
る
よ
う
な
信
濃
川
に
戻

す
こ
と
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

笏
国
へ
の
要
望

一
、
河
川
管
理
に
関
す
る
情
報
公

　
開
を
積
極
的
に
進
め
、
河
川
環

　
境
改
善
に
向
け
た
関
係
者
協
議

　
会
を
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
。

一
、
速
や
か
に
抜
本
的
な
水
利
権

　
の
内
容
変
更
を
行
い
、
維
持
流

　
量
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。

2



要
望
・
要
求
書
、
署
名
簿
を
提
出

建
設
省
・
青
山
河
川
局
長
に

署
名
簿
を
手
渡
す

　
1
2
月
4
日
働
中
魚
沼
郡
内
町
村
長

と
十
日
町
市
の
柳
助
役
、
そ
し
て
「
信

濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
」
の
メ

ン
バ
ー
が
建
設
省
、
東
京
電
力
本
社
、

そ
し
て
J
R
東
日
本
本
社
を
訪
れ
、

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
署
名
簿
と

要
望
・
要
求
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
各
機
関
を
訪
れ
る
前
に
、

白
川
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
地
元
選

出
の
各
国
会
議
員
の
事
務
所
を
訪

れ
、
信
濃
川
に
水
を
取
り
戻
す
運
動

へ
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
設
省
で
は
青
山
河
川

局
長
、
関
岡
水
源
地
対
策
室
長
に
署

名
簿
原
本
と
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
青
山
河
川
局
長
は
、
「
多
く
の

人
々
の
署
名
と
要
望
を
重
く
受
け
止

め
た
い
。
信
濃
川
中
流
域
の
渇
水
状

況
は
十
分
承
知
し
て
お
り
、
改
善
に

向
け
た
関
係
者
協
議
機
関
の
設
置
に

努
力
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
東
京
電
力
で
は
、
白

右
常
務
が
対
応
し
、
「
現
在
、
関
係
方

面
か
ら
河
川
環
境
の
改
善
と
地
球
温

暖
化
防
止
の
両
立
を
指
導
さ
れ
て
お

り
、
津
南
町
の
中
津
川
で
は
河
川
維

持
流
量
の
増
大
を
実
施
し
て
い
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
一
行
は
、
「
中
津

川
で
実
現
し
た
維
持
流
量
の
増
大
を

高
く
評
価
し
た
い
。
今
後
は
、
水
利

権
更
新
時
と
い
う
こ
と
で
な
く
維
持

流
量
の
増
大
に
努
力
し
て
ほ
し
い
」

と
要
請
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
R
東
日
本
本
社
で
は
、

鉄
道
事
業
部
設
備
部
の
小
倉
担
当
部

長
が
「
多
く
の
署
名
を
重
く
受
け
止

め
た
い
。
し
か
し
、
ま
だ
完
成
問
も
な

い
こ
と
か
ら
維
持
流
量
の
増
大
は
難

し
い
し
、
関
係
者
協
議
機
関
へ
の
参

加
は
で
き
な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
「
河
川
法
改
正
や
環
境
重
視

の
時
代
が
到
来
し
、
開
発
当
時
と
は

状
況
が
変
化
し
て
い
る
。
企
業
の
社

会
的
責
任
に
お
い
て
改
善
の
努
力
を

す
べ
き
だ
」
と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

　
信
濃
川
に
水
を
取
り
戻
す
運
動
は
、

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
も
、

い
ろ
い
ろ
な
形
の
運
動
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

笏
J
R
東
日
本
㈱
へ
の
要
求

一
、
水
力
発
電
に
関
す
る
情
報
公

　
開
を
積
極
的
に
行
い
、
河
川
環

　
境
改
善
に
向
け
た
関
係
者
協
議

　
会
に
参
加
す
る
こ
と
。

一
、
地
域
住
民
と
河
川
管
理
者
の

　
　
　
　
し
ん
し

　
意
思
を
真
摯
に
受
け
入
れ
、
速

　
や
か
に
抜
本
的
な
水
利
権
の
内

　
容
変
更
を
行
い
、
維
持
流
量
を

　
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。

笏
東
京
電
力
㈱
へ
の
要
求

一
、
水
力
発
電
に
関
す
る
情
報

　
公
開
を
積
極
的
に
行
恥
、
河
川

　
環
境
改
善
に
向
け
た
関
係
者
協

　
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
。

一
、
維
持
流
量
を
大
幅
に
増
や
す

　
こ
と
。
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　　　信濃川水問題の歴史的経過

大正7年　　東京電力信濃川水力発電のため、西大滝

　　　　　　　ダムから毎秒最大171m3の取水許可

　　8年3月水力発電所企画（信濃川、相模川、利根

　　　　　　　川、富士川）を鉄道院総裁承認

　　9年3月新潟県知事、信濃川水力利用に関する件

　　　　　　　について承認（取水量毎秒5，000立方尺、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

次
発
県
道
濃
町
水
書
国
9
6
年
濃
千
濃
　
　
　
3

道
手
潟
鉄
信
日
剰
定
本
臥
27
信
小
信
省
減
造
3
3
濃
源
を
R
　
　
薗

鉄
千
新
（
「
十
余
協
日
31
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
可
で
を
第
境
野
て
標

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
印
力
許
ま
源
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
市
所

　
　
　
　
　
み
濃
さ
調
水
利
日
資
所
水
　
　
　
定
　
　
　
　
町
務
会
実

）
　
　
濃
よ
信
ら
意
道
水
3
1
水
電
系
県
　
め
設
み
市
え
㈱
日
事
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
発
水
潟
間
た
を
よ
る
力
本
十
事
せ
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
（
エ
ら
紀

立
　
　
建
よ
を
毎

設
　
　
（
に
境
で

」
　
　
成
等
環
点

議
成
作
電
水
地

会
完
」
発
い
沢

民
事
画
…
良
岩

市
工
計
…
り
（

る
期
理
）
よ
量

守
5
管
県
　
￥
水

　
　
￥
環
長
い
目

　
　
　
　
　
、
お
の

　
　
　
　
　
に

の
川
谷
川
新
区
る

　
　
　
　
　
￥
水
す

「
新
「

　62年1月
平成2年6月

　7年3月

水
濃
　
　
現

の
信
　
　
実

川
「
　
　
の

濃
り
　
　
㎡

信
な
　
　
3
3

、
と
立
秒

会
つ
設
毎

る
一
」
量

せ
が
会
水

ら
議
る
標

え
会
せ

が
民
ら
へ

　
　
薗

を
守
み
日

所長へ要望（信濃川をよ

）……維持流量毎秒33m3

現するための協議機関の

臣、J　R東日本㈱へ要望（十日町

濃川をよみがえらせる会）……①

m3を今世紀中に実現するための協

の設置と行動計画の策定②将来的

が長野県まで遡上するような大河

㈱は定款変更により売電事業

臣ほかへ要望書提出（十日町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
設
長
と
本
定
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
こ
日
決
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
濃
力
今
置
設
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9年8月　JR東日本㈱へ公開質問状提出（信濃川
　　　　　をよみがえらせる会）

9年9月上記の公開質問状に対してロ頭回答

　　　　　定款変更は、電気事業法が改定され自家

　　　　　発電設備設置者が電気を電気事業者に供

　　　　　給可能となったため

9年12月　都議会で公明党議員が、信濃川枯渇状況

　　　　　について代表質問

10年8月　中魚沼4市町村で「信濃川に水を戻す署

　～10月　名」活動実施、45，354人の署名集約

平成10年12月10日号3
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紹介します、新しい

地域福祉のお悩みは78人の相談役へ

民生委員・児童委員の改選に伴い、市内では78人の皆さんが12月

1日付けで厚生省から新たな委嘱を受けました。新委員の皆さんか

らは13年11月30日までの任期中、地域福祉の推進役として活躍して

いただきます。今回の改選では中条地区と下条地区が統合され「中

条・下条地区民生委員児童委員協議会」として発足しました。また主

任児童委員も今年から同時改選となり、新たに7人の皆さんが選出

されています。なお、委員候補の皆さんを厚生省に推薦するにあた

り①区域内での調整を基本に、名誉職的な考えを一切持たず、相談

役として積極的に活躍する人②多様化する福祉二一ズヘの理解と熱

意を持ち、区域の実情にも通じた人を委員候補として推薦しました。

※
担
当
者
名
（
町
内
智
）
…
担
当
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

池
田
英
一
（
本
町
1
下
智
52
i
3
7
1
9
）

　
…
本
町
1
上
・
1
下
、
本
町
東
1
・
西

　
－
、
本
町
2

庭
野
正
夫
（
宮
下
町
東
智
5
7
i
2
5
3
3
）

　
…
宮
下
町
東
・
西
、
諏
訪
町
、
学
校
町
2

関
ロ
英
夫
（
本
町
4
智
5
7
1
3
8
2
8
）

　
…
本
町
3
・
4
・
5
、
稲
荷
町
1

根
津
正
信
（
本
町
6
1
1
智
5

2
1
3
4
0

　
5
）
…
本
町
6
－
1
・
6
1
2
・
6
1
3

田
村
志
津
子
（
袋
町
西
實
52
1
2
2
4
5
）

　
…
袋
町
東
・
中
・
西
、
昭
和
町
1

田
ロ
静
枝
（
高
田
町
1
盈
52

－
2
6
8
3
）

　
…
高
田
町
1
・
2
、
栄
町
、
昭
和
町
2

樋
ロ
靖
（
高
田
町
3
西
智
5
7
1
3
2
2

　
6
）
…
高
田
町
3
西
・
3
南

柳
フ
ミ
子
（
高
田
町
3
東
盈
5
2
－
2
7
6

　
8
）
…
泉
町
、
高
田
町
3
東
、
丸
山
町

中
林
辰
男
（
西
寺
町
暦
5
7
－
4
4
2
8
）
…

　
昭
和
町
3
、
西
寺
町
、
七
軒
町
、
加
賀

　
糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町

大
島
ミ
サ
（
昭
和
町
4
智
5
7
1
2
6
5
8
）

　
…
昭
和
町
4
、
駅
通
り
、
西
浦
町
東
・
西

金
子
芳
夫
（
稲
荷
町
3
本
通
り
盈
5
7
1
4

　
8
3
3
）
…
稲
荷
町
2
・
3
東
・
3
本

　
通
り
・
3
南
・
3
北

今
井
洋
子
（
稲
荷
町
西
智
5
7
1
2
5
1
6
）

　
…
稲
荷
町
西
、
西
本
町
1
・
2

柳
準
一
郎
（
下
川
原
町
智
5
2
－
3
4
6
4
）

　
…
西
本
町
3
、
八
幡
田
町
、
下
川
原
町

渡
辺
幸
麿
（
神
明
町
智
52

－
2
5
0
2
）

　
…
神
明
町
、
水
野
町
、
学
校
町
1
、
若

　
宮
町
、
田
中
町
東
・
西

庭
野
　
勇
（
田
中
町
本
通
り
盈
5

2
1
2
5

　
5
7
）
…
田
中
町
本
通
り
、
川
原
町
、

上
川
町

西
野
幸
雄
（
田
川
町
3
盈
5
7
－
8
3
3
9
）

　
…
田
川
町
1
・
2
・
3

平
野
晶
子
（
島
盈
5
7
1
6
3
3
7
）
…
千

　
代
田
町
、
稲
荷
町
4
、
島

根
津
昭
治
（
江
道
盈
5
7
1
5
0
2
0
）
…

星小田　小小i名四川7村43宮4堺マ
サ
子
（
四
日
町
2
費
5
7
－
8
0
9

）
…
四
日
町
1
・
2
・
3
・
4

英
二
（
尾
崎
暦
5
7
－
8
0
1
6
）
・
：

日
町
中
原
、
五
軒
新
田
、
尾
崎

武
男
（
中
条
旭
町
盈
5
7
－
0
1
9
3
）

太
子
堂
、
中
条
旭
町

　
勝
（
南
新
田
町
3
盈
5
7
1
3
8
0

）
…
南
新
田
町
1
・
2
・
3

山
シ
ズ
（
四
日
町
新
田
1
智
5
7
－
3

0
5
）
…
四
日
町
新
田
1
・
2
・
3
・

　
江
道
、
猿
倉
、
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、

赤
倉

保
坂
益
夫
（
新
座
2
智
5
7
－
1
2
3
4
）

　
…
新
座
1
・
2

大
渓
哲
夫
（
新
座
4
1
1
費
5
7
1
4
2
6

　
6
）
…
新
座
3
・
4
1
1
・
4
－
2

田
村
六
助
（
本
町
7
1
2
盈
5
7
1
1
0
3

　
9
）
…
本
町
7
1
1
・
7
1
2
、
三
和
町

　民生・児童委員の活動
民生委員・児童委員は国からの委嘱を受

け、主に次のような活動を行のます。活動

にあたっては、プライバシーは固く守られ

ますので、遠慮せずに声をかけてください。

霧生活に困っている世帯に

生活保護を必要として嶺る人がいた場合

は、社会福祉事務所に連絡するとともに、

申講手続きについて仲立ちをします。

霧お年寄り・お年寄り世帯に

ホームヘルパーの派遣やデイサービス（通

所・訪問入浴サービス）、短期入所（ショー

トステイ）、在宅福祉事業（電動ベッド・お

むつ・緊急通報装置貸与など）等を行うた

め、利用者と社会福祉事務所とのパイプ役

になります。

籔障害者の人に

要援護世帯の相談相手となり、身体障害

者手帳の申請、更生医療の給付、補装具の

交付、更生援護施設への入所などについて

社会福祉事務所と連絡をとり、自立への手

助けをします。

霧母子・寡婦・父子世帯に

収入や住宅、教育、仕事、結婚などの問

題について社会福祉事務所と連絡をとり、

その人にあった制度紹介などを行います。

　主任児童委員の活動
主任児童委員は、児童に係わる心配事な

どについて、担当区域の民生委員・児童委

員と一緒になって、家庭や地域、学校等と

連絡を取りあ騨ながら、その問題解決のお

手伝いをします。

全国民生委員
　児童委員蓮合会長表彰

中条地区民生委員児童委員協議会が、平

成10年度全国民生委員児童委員連合会長表

彰を受け、去る12月2日伝達されました。

今回の表彰は、自主的計画的な運営により

活動実績をあげた優良協議会としてのもの

です。
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大
熊
ミ
チ
子
（
上
原
盈
5
7
1
9
0
3
5
）

　
…
塚
田
、
中
条
八
幡
、
上
原
、
上
原
新
町

尾
身
範
子
（
旭
ケ
丘
智
5
7
－
8
5
6
1
）

　
…
旭
ケ
丘
、
上
町

岡
田
ト
シ
エ
（
中
町
盈
5
7
1
2
6
1
3
）

　
…
背
戸
、
中
町
、
下
町

金
澤
信
平
（
中
条
島
智
5
7
1
8
1
4
3
）

　
…
中
条
島
、
峠

佐
藤
和
人
（
北
原
智
5
7
1
8
1
7
7
）
…

　
梅
沢
、
中
条
新
田
、
北
原
、
市
之
沢

波
形
榮
二
（
魚
之
田
川
盈
5
9
1
2
0
3
6
）

　
…
嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、
池
谷
、
魚
之

　
田
川
、
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上
田
原

橋
本
貞
雄
（
新
水
智
5
9
1
2
0
5
2
）
…

　
新
水
、
宇
田
ケ
沢
、
中
条
菅
沼
、
山
新

　
田
、
小
貫
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

近
藤
泰
男
（
上
新
田
1
智
5
6
1
2
8
7
0
）

　
…
上
新
田
1
・
2
・
3
、
山
際
（
板
橋
）

樋
熊
忠
一
（
廿
日
城
智
5
5
i
2
0
1
1
）
…

　
上
新
田
4
、
廿
日
城
、
下
条
栄
町

佐
藤
昇
（
岩
野
盈
5
5
1
2
7
8
6
）
…

　
山
際
、
原
、
岩
野

池
田
　
正
（
桑
原
盈
5
5
1
2
4
5
9
）
…

　
下
条
中
央
通
り
、
桑
原
、
蟹
沢
、
野
田

小
林
マ
リ
（
下
条
本
町
盈
5
5
－
2
4
0
2
）

　
…
下
条
本
町
、
貝
ノ
川

藤
田
紀
代
子
（
新
保
智
5
5
1
2
0
5
4
）

　
…
新
保
、
水
口
、
下
山
、
新
光
寺

村
山
豊
平
（
為
永
智
5
5
1
2
2
8
0
）
・
↑
・

　
為
永
、
山
根
、
仙
之
山
、
塩
野

水
落
郁
男
（
二
子
費
5
6
－
2
3
3
5
）
…

　
平
、
願
入
、
漉
野
、
慶
地
、
二
子

遠
田
徳
（
川
治
上
町
2
盈
5

2
1
2
7
9

　
3
）
…
川
治
上
町
1
・
2
、
川
治
中
町

林
　
美
智
（
川
治
下
町
3
費
5
7
－
5
4
4

　
5
）
…
川
治
下
町
1
・
2
・
3

村
山
節
子
（
妻
有
町
東
1
盈
5
7
1
4
9
9

　
3
）
…
妻
有
町
東
1
・
西
1
・
西
2
、

　
河
内
町

関
谷
ア
キ
子
（
川
治
内
後
費
5
7
1
4
2
5

　
4
）
…
川
治
内
後
、
谷
内
丑
1
・
2

笠
原
ハ
ナ
ノ
（
北
新
田
3
盈
5
7
1
8
2
5

　
7
）
…
北
新
田
1
・
2
・
3

小
林
哲
夫
（
城
之
古
東
町
盈
5
7
1
5
7
6

　
6
）
…
城
之
古
1
・
2
・
3
、
城
之
古

東
町
、
塚
原
町

徳
永
千
三
（
山
本
町
2
盈
52
1
2
6
2
8
）

　
…
山
本
町
1
・
2
・
3
・
4
●
5

梧
澤
紀
子
（
寿
町
2
・
3
盈
5
7
1
3
3
7

　
8
）
…
千
歳
町
、
寿
町
1
・
2
・
3
・
4

桑
原
光
江
（
錦
町
1
智
5
7
－
9
0
0
1
）

　
…
錦
町
1
・
2
、
美
雪
町
1
・
2
・
3
、

桜
木
町

飯
塚
美
和
子
（
高
山
4
盈
52
1
3
3
8
6
）

　
…
高
山
2
・
3
・
4

千
原
紀
子
（
春
日
町
2
費
52
1
3
9
3
9
）

　
…
春
日
1
・
2
・
3

桑
原
陽
一
（
高
田
町
4
智
5
7
1
5
6
5
4
）

　
…
高
田
町
4
・
5
・
6

羽
鳥
孫
一
（
浅
之
平
智
5
7
1
1
7
9
7
）
…

　
関
根
1
・
2
、
浅
之
平
、
笹
之
沢

風
問
義
子
（
長
里
盈
57

－
9
6
5
3
）
…

　
落
之
水
、
池
之
平
、
孕
石
、
椌
木
、
長
里

柳
シ
ン
（
六
箇
山
谷
費
5
7
1
6
4
8
7
）

　
…
中
村
、
六
箇
山
谷
、
麻
畑

福
崎
義
一
（
田
麦
盈
5
7
1
1
5
4
0
）
…

田
麦
、
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、
塩
ノ
又

児
玉
　
竹
（
稲
葉
暦
5
7
1
0
3
5
5
）
…

　
稲
葉
、
吉
田
山
谷

佐
藤
利
恵
（
小
泉
3
盈
5
7
－
6
2
4
0
）

　
…
小
泉
1
・
2
（
西
浅
ケ
原
を
除
く
）
・

　
3

春
日
ハ
ル
エ
（
樽
沢
盈
5
7
1
9
8
6
9
）

　
…
樽
沢
、
小
泉
2
（
西
浅
ケ
原
）

齋
木
キ
イ
子
（
北
鐙
坂
1
盈
5
7
－
6
8
6

　
0
）
…
北
鐙
坂
1
・
2
・
3

齋
木
喜
平
治
（
南
鐙
坂
暦
5
7
1
6
9
1
5
）

　
…
南
鐙
坂

朝
日
芳
夫
（
高
島
1
費
5
7
1
2
9
7
2
）
…

　
高
島
1
・
2

尾
身
　
基
（
鉢
2
盈
5
7
1
4
9
8
5
）
…

　
鉢
1
・
2
、
中
手

小
海
勝
英
（
名
ケ
山
岱
5
7
1
0
8
7
3
）

　
…
中
平
、
名
ケ
山

丸
山
雅
成
（
水
沢
1
智
5
8
－
3
1
1
0
）

　
…
水
沢
1
・
2
・
3
、
珠
川

高
野
哲
夫
（
馬
場
1
暦
5
8
1
2
5
7
9
）

　
…
馬
場
1
・
2
・
3
・
4

金
澤
誠
一
（
太
田
島
1
費
5
8
1
3
7
7
9
）

　
…
太
田
島
1
・
2
・
3

上
村
勝
三
郎
（
土
市
1
智
5
8
1
2
8
3
4
）

　
…
土
山
巾
1
・
4

樋
ロ
千
基
（
土
市
2
智
5
8
－
2
8
9
2
）

　
…
土
市
2

高
野
恒
善
（
土
市
5
費
58
1
2
1
5
6
）

　
…
土
市
3
・
5

上
村
宇
一
（
新
宮
1
盈
5
8
1
2
3
1
8
）

　
…
新
宮
1
・
2
、
幸
町

根
津
満
男
（
伊
達
2
盈
58
1
2
4
3
4
）

　
…
伊
達
1
・
2
・
3
・
4

宮
澤
禮
子
（
小
黒
沢
暦
5
8
－
2
3
9
2
）

　
…
大
黒
沢
1
・
2
、
大
黒
沢
東
、
小
黒
沢

古
澤
カ
ツ
エ
（
安
養
寺
盈
58

－
3
0
8
0
）

　
…
姿
1
・
2
、
安
養
寺

樋
ロ
高
市
（
中
在
家
智
5
8
1
2
6
5
2
）

　
…
水
沢
市
ノ
沢
、
中
在
家
、
大
石

桑
原
官
二
　
（
鍬
柄
沢
暦
58
i
3
6
3
4
）

　
…
当
間
、
漆
島
、
池
沢
、
野
中
、
鍬
柄
沢

保
坂
　
正
（
細
尾
智
5
8
1
2
3
4
3
）
…

　
天
池
、
細
尾
、
池
之
尻
、
南
雲

山崎巖氏が第9回妻有文化賞を受賞

　十日町市・中魚沼郡内において文芸、美術、芸能などの文化

活動に功績のあった個人や団体に贈られる妻有文化賞の選考委

員会（佐野良吉委員長）が11月30日（月）に開かれました。その結

果、今年度は友禅絵師の山崎巖さん（60歳）の受賞が決定し、

12月20日に授賞式がとり行われることになりました。氏の略歴

と業績は次のとおりです。

難i鱗繋霧灘震騨曇1無曇1　昭和13年東京都出身。19年に十日

●
＋
日
町
地
区

小
島
壽
彦
（
高
田
町
3
西
智
5
7
1
5
8
1

　
6
）

根
津
貞
夫
（
新
座
1
盈
5
7
1
6
7
1
0
）

●
中
条
・
下
条
地
区

堀
ゑ
つ
子
（
旭
ケ
丘
費
5
7
1
6
0
2
9
）

尾
身
マ
ッ
（
上
新
田
4
暦
5
6
i
2
6
0
1
）

●
川
治
・
六
箇
地
区

倉
本
美
代
子
（
美
雪
町
3
暦
5
7
1
4
6
3

　
3
）

●
吉
田
地
区

柳
力
ズ
ヱ
（
吉
田
山
谷
奮
5
7
1
1
4
1
4
）

●
水
沢
地
区

村
山
　
眞
（
土
市
3
費
5
8
－
3
2
6
0
）

に
し
俳
裁
趣
表
俳
域
丸

目
と
・
し
・
発
の
地
ま

丁
師
術
　
て
を
禅
、
・

6
絵
美
慧
兆
絵
陵
ど
。

町
禅
代
　
　
力
禅
　
　
な
し

醐
嫉
鞭
肛
姓
嫉
離
褐
嫉

は
業
長
旛
術
し
肺
催
績

在
本
＼
動
技
に
年
開
功

現
　
。
カ
　
　
の
材
　
　
を
な

、
す
ほ
膳
禅
題
誇
展
大

鷲
蜘
等
腋
髄
討
鯛
峰

嫉
離
灘
難
難

町
お
て
句
最
味
し
句
の

馨

5　　平成10年12月10日号
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1　1…
ll」…l き

旨

｛
　
　F
　
　！

l
2
i

　i

葦
1
｝
【
蚤

｛
i
　i

i
　
　
　
　
　
　

i
夏
a

l　I

1

　
1
1
月
”
日
出
、
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
十
日
町
市

主
催
、
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所
主
管
に
よ
る
住
居
表
示
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
2
つ
の
基
調
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
私
た
ち
が
直
接
影
響
を
受

け
る
住
居
表
示
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
尋

ね
て
も
尋
ね
ら
れ
て
も
分
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
た
当
日
の
模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。

嚢
鱒

　　　醗i翻，翻『轟覇罐羅

　　　　　麟　　｛》麟　　　　懸　　蝦
　　　　　れで　　　　　　　　　　が　　　オエお
　　　　　あゑ　　　　ぢ　　　　　　ゑ　　　ゑび
　　　　．菱　　義蓑　　乳黛　義
　』・　　　　鞍　　・響
　　　　　　．、．住居表示繊簗

十日町郵便局局長

　　　　高田幸一氏
十日町警察署地域課長

　　　　入山　　隆氏
十目町地域消防本部
警防課長補佐

　　　　根津征吉氏
十目町郷土史家

　　　　佐野良吉氏
㈹十日町青年会議所理事長

　　　　吉田之人氏
十日町市長

　　　　本田欣二郎

㈹十日町青年会議所副理事長

　　庭野茂美氏

現
状
の
問
題
点

吉
田
之
人
氏

　
青
年
会
議
所
で
は
平
成
元
年
か
ら

こ
の
問
題
に
つ
い
て
提
起
し
て
い
ま

す
が
、
県
下
2
0
市
の
中
で
未
実
施
な

の
は
十
日
町
市
と
両
津
市
だ
け
で
す
。

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す
当
市
と

し
て
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

住
宅
地
図
へ
の
依
存

入
山
　
隆
氏

　
赴
任
後
3
か
月
過
ぎ
ま
し
た
が
、

住
所
の
分
か
り
に
く
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
市
内
か
ら
1
1
0
番
通
報

を
す
る
と
、
県
警
本
部
通
信
指
令
本

部
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
住
宅
地

図
を
頼
り
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
検

索
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道

案
内
も
同
様
の
困
難
が
あ
り
ま
す
。

根
津
征
吉
氏

　
住
民
の
生
命
や
財
産
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
時
、
消
防
本
部
で
は

初
動
対
応
が
極
め
て
重
要
と
な
り
ま

す
。
1
1
9
番
通
報
は
本
部
通
信
司

令
室
に
入
り
ま
す
が
、
そ
の
状
況
に

よ
り
消
防
隊
か
、
救
急
隊
か
そ
の
複

合
隊
を
出
動
さ
せ
る
か
を
決
め
ま
す
。

こ
の
時
ほ
と
ん
ど
の
方
が
行
政
区
で

伝
え
て
き
ま
す
。
警
察
同
様
住
宅
地

図
で
検
索
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

地
域
の
ぺ
ー
ジ
が
つ
な
が
っ
て
い
な

か
っ
た
り
、
世
帯
主
の
名
が
違
う
場

合
は
困
難
を
生
じ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
生
か
し
た
い

　
　
　
　
　
新
郵
便
番
号

高
田
幸
一
氏

　
十
日
町
郵
便
局
で
は
昭
和
5
5
年
以

来
住
居
表
示
の
実
施
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
郵
便
物
の
9
割
は
行
政
区
で

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
町
内

に
同
姓
同
名
の
方
が
い
る
場
合
、
誤

配
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
7
桁
の

新
郵
便
番
号
が
1
0
0
％
機
能
で
き

る
よ
う
早
期
実
施
を
希
望
し
ま
す
。

市
　
長

　
住
民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
に
は
行

政
区
情
報
も
入
力
さ
れ
て
い
る
た
め

行
政
事
務
上
、
さ
ほ
ど
困
難
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
度
情
報
通
信

の
時
代
に
入
り
防
災
対
策
も
住
所
が

2
つ
以
上
あ
る
と
い
う
の
は
解
消
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

佐
野
良
吉
氏

　
平
成
4
年
の
意
識
調
査
で
は
今
の

表
示
方
法
を
不
便
と
感
じ
て
い
る
人

が
5
7
％
、
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
人

が
42
％
で
し
た
。
何
と
か
改
善
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
や
り
方
に
漠
然
と
し
た
不
安
が

あ
る
た
め
に
、
世
論
が
盛
り
上
が
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
施
へ
の
課
題

吉
田
之
人
氏

　
実
施
へ
の
課
題
と
し
て
方
法
論
、

費
用
面
、
歴
史
的
地
名
の
3
点
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
や
り
方
に
よ
っ
て

は
町
内
の
分
断
、
再
編
が
あ
り
、
積

立
金
の
処
分
等
の
問
題
も
発
生
し
ま

す
。
住
民
票
の
変
更
は
市
役
所
で
行

い
ま
す
が
、
法
人
の
場
合
、
封
筒
印

刷
な
ど
負
担
が
あ
り
ま
す
。
街
区
方

式
と
道
路
方
式
を
使
い
分
け
な
が
ら

歴
史
的
地
名
を
残
し
て
い
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

独
自
方
式
を
探
る

市
　
長

　
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」
の

制
定
当
時
は
国
が
補
助
金
を
出
す
な

6

、
ノ



尋ねても尋ねられ

ど
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
そ
れ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
補
助
金

で
表
示
の
方
式
が
限
定
さ
れ
る
よ
り

は
、
十
日
町
方
式
と
い
い
ま
す
か
、

市
に
と
っ
て
一
番
良
い
方
法
を
編
み

出
し
て
い
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

審
議
会
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
原
則
と

し
て
長
年
の
町
内
会
組
織
を
崩
壊
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

高
田
幸
一
氏

　
郵
便
局
か
ら
は
、
街
区
表
示
板
や

住
居
番
号
表
示
板
を
寄
付
で
き
ま
す
。

ま
た
住
所
番
号
変
更
通
知
ハ
ガ
キ
も

用
意
で
き
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
い

実
施
を
望
ん
で
い
ま
す
。

地
名
は
文
化
財

佐
野
良
吉
氏

　
地
名
は
文
化
財
で
す
。
現
在
の
地

名
を
で
き
る
だ
け
残
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。
1
0
0
％
残
す
こ
と

が
無
理
で
あ
る
こ
と
も
承
知
は
し
て

い
ま
す
が
、
他
の
方
法
で
残
す
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
新
し
い
町

名
を
付
け
る
に
し
て
も
、
そ
の
地
域

と
何
ら
因
縁
の
な
い
地
名
は
避
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は

後
発
の
利
点
を
活
か
す
べ
き
で
す
。

入
山
　
隆
氏

　
事
件
事
故
の
際
の
住
所
検
索
を
瞬

時
に
行
え
る
の
は
望
ま
し
い
こ
と
で

す
。
ま
た
、
実
施
後
の
運
転
免
許
証

や
古
物
営
業
、
風
俗
関
係
、
猟
銃
、

刀
等
の
許
認
可
に
か
か
る
住
所
変
更

が
で
て
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
無
料

で
す
し
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
さ

ほ
ど
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

根
津
征
吉
氏

　
消
防
で
は
、
将
来
電
話
器
発
信
表

示
装
置
の
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
通
報
電
話
が
入
る
と
司
令

室
の
画
面
に
発
信
地
が
瞬
時
に
表
示

さ
れ
、
出
動
の
出
口
に
そ
の
地
図
の

コ
ピ
ー
が
で
て
く
る
と
い
う
も
の
で

す
。
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
れ
ば
こ

の
よ
う
な
装
置
も
十
分
に
生
か
さ
れ

る
で
し
ょ
う
が
、
と
り
あ
え
ず
、
住

居
に
番
号
が
ふ
ら
れ
れ
ば
消
防
と
し

て
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

間
題
意
識
を

　
　
　
　
　
共
有
し
よ
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
庭
野
茂
美
氏

　
市
長
か
ら
市
独
自
の
方
法
を
探
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
住
居

表
示
の
方
法
ま
で
は
結
論
が
出
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
実
施
ま
で
の

経
過
を
情
報
公
開
し
な
が
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
尋
ね
て
も
尋
ね
ら
れ
て
も

分
か
り
や
す
い
住
居
表
示
を
目
指
し

て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
市
の
長
期
発
展
計
画
の
中
に

も
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
青
年
会
議
所
と
し
て
も
か

か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
約

束
し
、
討
論
を
終
了
し
ま
す
。

濾
　
　
　
心鷺

蹄

撒
撒
撫
～
鐵

蕊
調

鐵
灘
｝

羅
墓

灘

町は道路の両側に

　　できていくもの
現在の感覚に合わない十二支

内俊雄氏（大阪市立大学助教授）

　明治以降、地名は、市制町村制、戦前の都市化、戦後の

合併促進、住居表示の4つの歴史的経過とともに創出、変

遷の道すじをたどってきました。十日町の場合、明治行政

村の時に大字を編成せず、何か工夫をしようと子、丑、寅

といったものを付けたのでしょう。しかし、これは現在の

生活感覚には合わないうえ、歴史的意義はあまり存在しな

いようです。

　城下町ではなく、在郷町（都市的要素で形成された町）

では、△△市○○番地など大字がないところが全国的にも

多くあります。大正時代の十日町の地図には道路に町名が
　　　　　　　　　　　　　ヤ記載してあるとおり、町は基本的には道の両側に沿ってで

きるものです。これを無視して道路で強引に区切って住居

表示を実施した都市では、多くの町名が消え、訴訟や、財

産処分問題でもめています。しかし、住居表示は時代の流

れであり、法的規制も緩和されているため、柔軟な対応が

可能となっています。成熟社会の見本を示すつもりで進め

てほしいと願っています。

住居表示は
　　一つの社会資本
合意形成のしくみをつくるよい機会に

桑子敏雄氏（東京工業大学大学院教授

　地名の変更とは、空間を再編する作業であり、そこに住

む人々の心の持ち方を再編することにもつながります。現

代はモノから心へと価値観の転換を求められている時代で

すが、モノと心を結びっけるのが「空問」であり、「空間の豊

かさ」とは生活の利便性のみならず、生命の価値（超人間的

視点）を含んだものでなければならないと思います。この

観点から住居表示問題をとらえることが大切だと思います。

　本当に価値ある地名をつけることが、良い道路や橋をか

けたりすること以上の価値をその地に与えることになるか

もしれません。地名・住居表示は社会的な資本です。今は

社会資本をハードとしてだけではなく、社会環境、文化環

境の基盤としてとらえようとしています。

　その意味で住居表示問題とは、今の社会が抱えている問

題に対し、十日町市がどのように取り組むのかという決め

方のプロセスを情報公開しながら、行政と市民が一体とな

って取り組むための良い機会ではないかと思っています。

平成10年12月10日号7
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羅
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
p
o
法
）

〈
N
P
O
と
は
何
か
〉

　
N
P
O
と
は
、
「
n
o
t
　
P
r
o

f
i
t
　
O
r
g
a
n
i
Z
a
t
i

o
n
」
の
略
称
で
、
非
営
利
組
織
と

訳
さ
れ
ま
す
が
、
非
営
利
で
あ
る
こ

と
（
利
益
配
分
を
行
わ
な
い
）
、
自
主

的
、
自
発
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
こ
の
N
P
O
と
い
う

の
は
幅
広
い
概
念
で
、
一
般
的
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
団
体
、

市
民
活
動
団
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
に
社
団
・
財
団
法
人

や
学
校
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど

5
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
市
民
活
動
団
体
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
人
格
取
得
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た

に
も
N
P
O
に
含
ま
れ
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

〈
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

　
　
　
　
　
　
N
P
O
法
の
目
的
〉

　
最
近
、
福
祉
、
環
境
、
国
際
協
力
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
分
野
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と
し

た
民
間
の
非
営
利
活
動
が
活
発
化

し
、
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
の
多
く
は
、
現
在

法
人
格
を
持
た
な
い
任
意
団
体
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

銀
行
で
口
座
を
開
設
し
た
り
、
事
務

所
を
借
り
た
り
、
不
動
産
の
登
記
を

し
た
り
、
電
話
を
設
置
し
た
り
す
る

な
ど
の
法
律
行
為
を
行
う
場
合
、
団

体
名
で
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
様
々

な
不
都
合
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
が

法
人
格
を
取
得
す
る
道
を
開
い
て
、

こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
解
消
し
、
そ

の
活
動
の
健
全
な
発
展
を
促
進
し
、

公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

〈
対
象
と
な
る
団
体
〉

　
こ
の
法
律
で
法
人
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
団
体
は
、
「
特
定
非
営

利
活
動
」
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
と

し
、
次
の
用
件
を
満
た
す
団
体
で
す
。

①
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

②
社
員
（
正
会
員
な
ど
総
会
で
議
決

　
権
を
有
す
る
人
）
の
資
格
に
つ
い

　
て
不
当
な
条
件
を
つ
け
な
い
こ
と

■特定非営利活動促進法第2条

　の別表に掲げる活動に該当す

　る活動

①保険・医療または福祉の増進

　を図る活動

②社会教育の推進を図る活動

③まちづくりの推進を図る活動

④文化、芸術またはスポーツの

　振興を図る事業

⑤環境の保全を図る活動

⑥災害救援活動

⑦地域安全活動

⑧人権の擁護または平和の推進

　を図る活動

⑨国際協力の活動

⑩男女共同参画社会の形成の促

⑪子供の健全育成を図る活動

⑫以上の活動を行う団体の運営

　または活動に関する運絡、助

　言または援助の活動

ロ不特定かつ多数のものの利益

　の増進に寄与することを目的

　とする活動

5

　
　
　
動

　
参
活
全

　
　
　
る

　
　
　
図

　
　
　
を

国
男
進

③
報
酬
を
受
け
る
役
員
数
が
、
役
員

　
総
数
の
3
分
の
1
以
下
で
あ
る
こ

　
と

④
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
主
目
的

　
と
し
な
い
こ
と

⑤
特
定
の
候
補
者
や
政
党
を
推
薦
、

　
支
持
、
反
対
す
る
こ
と
を
目
的
と

　
し
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
。
ま
た
は
暴
力
団
も
し
く

　
は
そ
の
構
成
員
の
統
率
下
に
あ
る

　
団
体
で
な
い
こ
と

⑦
1
0
人
以
上
の
社
員
が
い
る
こ
と

〈
法
人
設
立
の
手
続
き
〉

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
な
る
た

め
に
は
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
え
、
新
潟
県
（
他
の
都
道
府

県
に
も
事
務
所
を
置
く
場
合
は
経
済

企
画
庁
）
に
提
出
し
ま
す
。

　
法
人
設
立
が
認
め
ら
れ
た
ら
登
記

所
に
設
立
登
記
を
し
ま
す
。
必
要
書

類
は
定
款
、
役
員
名
簿
、
社
員
1
0
人

以
上
の
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
、
事
業

計
画
書
、
収
支
予
算
書
な
ど
で
す
。

〈
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

　
　
　
　
管
理
・
運
営
の
ル
ー
ル
〉

　
設
立
後
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

は
、
社
員
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
や

役
員
と
し
て
理
事
3
人
以
上
、
幹
事

▼
法
律
の
内
容
、
申
請
手
続
き
新

潟
県
環
境
衛
生
部
生
活
企
画
課
社
会

活
動
推
進
係
（
恕
0
2
5
1
2
8
5

－
5
5
1
1
内
線
2
4
7
8
、

7
9
）
、
▼
制
度
の
概
要
　
市
役
所
企

画
人
事
課
企
画
係
（
豊
弱
ー
3
1
1

一
一

67

1
人
以
上
を
置
く
こ
と
、
さ
ら
に
会

計
の
原
則
な
ど
に
つ
い
て
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
収
益
事
業
に
つ
い
て
は
、
活
動
の

資
金
や
運
営
の
経
費
に
あ
て
る
た
め
、

本
来
の
事
業
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

行
え
ま
す
。

　
法
人
の
情
報
公
開
と
し
て
、
毎
年

（
毎
事
業
年
度
）
事
業
報
告
書
、
貸

借
対
照
表
な
ど
の
書
類
を
作
成
し
、

定
款
な
ど
と
と
も
に
関
係
者
が
閲
覧

で
き
る
よ
う
事
務
所
に
備
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県
に
も
こ

れ
ら
の
書
類
を
提
出
し
、
一
般
の
人

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

〈
主
な
税
制
に
つ
い
て
〉

　
法
人
税
は
、
収
益
事
業
以
外
原
則

非
課
税
で
す
。
収
益
事
業
に
つ
い
て

は
、
普
通
法
人
（
株
式
会
社
等
）
並

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
人
住

民
税
（
均
等
割
）
は
、
県
税
・
市
税

と
も
減
免
措
置
さ
れ
ま
す
。

　
普
通
法
人
税
が
特
定
非
営
利
法
人

に
対
し
て
寄
付
を
し
た
場
合
は
、
一

般
寄
付
金
控
除
の
枠
内
で
控
除
で
き

ま
す
が
、
個
人
が
寄
付
し
た
場
合
の

寄
付
金
控
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

8

、
　
，
、
ノ



職
員
の
人
事
考
課
制
度
を
導
飛
脇
霧
轡
涯

　
市
で
は
、
1
1
月
か
ら
、
全
職
員
を
対
象

に
人
事
考
課
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ

の
概
要
と
目
的
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
人
事
考
課
制
度
は
、
勤
務
成
績
評
価
、

個
別
面
接
指
導
、
期
別
評
価
、
年
度
評
価

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
勤
務
成
績
評
価
は
、
毎
年
、
1
月
1
日

と
7
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
半
年
間
の

勤
務
成
績
を
対
象
に
実
施
す
る
も
の
で
、

勤
務
成
績
評
価
書
（
職
員
を
課
長
級
、
課

長
補
佐
級
な
ど
の
職
位
に
応
じ
て
1
0
の
区

分
に
分
類
し
、
勤
務
態
度
の
ほ
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
位
ご
と
に
必
要
な
能
力
、
業
績

な
ど
を
評
価
項
目
と
し
て
設
定
）
を
用
い

て
行
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
職
員
が
自
己
評
価
申
告
欄
に
自

分
の
勤
務
状
況
や
業
績
を
記
入
す
る
と
同

時
に
、
自
己
評
価
の
評
点
（
各
項
目
5
点

満
点
で
、
合
計
1
0
0
点
満
点
）
を
記
入

し
て
そ
の
上
司
に
あ
た
る
1
次
評
価
者
（
評

価
の
公
正
を
図
る
た
め
原
則
と
し
て
評
価

者
は
2
人
）
に
提
出
し
ま
す
。
次
に
、
1

次
評
価
者
が
評
点
を
記
入
し
て
そ
の
上
司

に
あ
た
る
2
次
評
価
者
に
渡
し
、
2
次
評

価
者
が
評
点
を
記
入
し
ま
す
。
2
次
評
価

者
の
評
価
が
勤
務
成
績
評
価
の
最
終
評
価

と
な
り
ま
す
。

　
公
正
・
公
平
な
評
価
を
す
る
た
め
、
評

価
者
の
研
修
を
行
い
、
評
価
者
に
半
年
間

の
日
常
の
勤
務
状
況
を
観
察
・
記
録
さ
せ
、

評
価
に
役
立
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

評
価
の
結
果
は
、
職
員
本
人
の
求
め
に
応

じ
て
開
示
し
、
評
価
者
は
、
個
別
面
接
を

実
施
し
て
職
員
の
指
導
・
育
成
を
行
い
ま

す
。　

次
に
、
勤
務
成
績
評
価
を
も
と
に
毎
年

2
回
の
期
別
評
価
を
行
い
、
勤
勉
手
当
の

支
給
に
反
映
さ
せ
ま
す
。
そ
の
期
別
評
価

を
も
と
に
毎
年
1
回
の
年
度
評
価
を
行
い
、

昇
任
や
配
置
転
換
、
昇
給
に
活
用
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
評
価
方
法
と
評
価
項
目

の
公
開
、
自
己
評
価
の
実
施
や
評
価
結
果

の
個
人
開
示
に
よ
り
実
施
す
る
こ
の
人
事

考
課
の
目
的
は
、
評
価
と
評
価
に
伴
う
一

連
の
作
業
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
①
ま
ず
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
市

の
職
員
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

よ
り
明
確
に
自
覚
し
な
が
ら
仕
事
を
し
、

自
分
自
身
の
仕
事
を
振
り
返
っ
て
、
自
分

で
評
価
・
反
省
し
、
そ
の
後
の
仕
事
に
生

か
す
こ
と
。
②
評
価
者
が
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
個
別
面
接
を
行
い
、
指
導
や
育
成

を
通
し
て
職
員
の
能
力
開
発
や
自
己
啓
発

を
促
す
こ
と
。
③
給
与
や
昇
任
な
ど
の
処

遇
に
適
正
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

職
員
の
や
る
気
、
意
欲
を
高
め
る
こ
と
で

あ
り
、
④
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
職
員
集
団

と
し
て
の
市
の
組
織
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

冬期貸出文庫（羅鵠まで）

地区 配　　本　　所 電話番号 備考
水沢 珠　　川 馬場小珠田分校 58－3816 学童用

川治 北新田3 樋口義一さん宅 57－1078 成人用

中条 四日町2 滝沢正一さん宅 57－0593 成人用

飛渡

新　　水 飛渡第一小学校 59－2077 学童用

山新田 飛渡第二小学校 59－2エ39 学童用

東枯木又 山田房吉さん宅 59－2323 成人用

東枯木又 枯木又分校 59－2214 学童用

吉田

稲　　葉 丸山孝一さん宅 57－1865 学童用

鉢　　2 真田小学校 52－4001 学童用

名ケ山 名ケ山小学校 52－2928 学童用

下条

上新田1 堀義一さん宅 56－2765
幼児、

成人用

漉　　野 東下組小学校 55－2532 学童用

願　　入 願入冬期分校
56－2154
（水落丑松） 成人用

十日町
下川原町 西　保　育　所 57－0338 成人用

赤　　倉 赤倉小学校 57－5705 学童用

通年貸出文庫
地区 配　　本　　所 電話番号 備考

水沢

姿　　2 公民館姿分館
58－3224
（保坂巌） 成人用

土市2水沢保育所 58－2103 幼児用

馬場1平　　成　　園 58－3924 成人用

川治
塚原町 十日町保健所 57－2400 成人用

池之平 八箇保育園 57－0062 幼児用

十日町 津　　池 公民館津池分館
52－4038
（小林好一） 成人用

中条 北　　原 北原保育所 52－3339 成人用

下条
漉　　野 東下組保育園 55－2119

幼児、

成人用

中央通り 三　　好　　園 56－2106 幼児用

吉田 山　　谷 藤巻功さん宅 52－3047 成人用

　　　厚生大臣表彰

和33年に医師不足　富田三良
に悩んでいたこの　　（神明町・’

地域に医院を開業。以来39年余

り地域医療の向上に貢献してこ

した。また、45年からは保育所騒

47年からは学校医として児童・

健康診断に従事し、養護教諭、

などの相談役として尽力されて1

さらに、地域の「がん」制圧の

検診事業などに先導的な役割を

日本公衆衛生協会長表彰　　　国税庁長官表彰

　11月26日㈲、小

賭彰を受けまし薦欝

　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

飲店組合を母体と　小林辰雄さん　i　大島さんは昭和　大島義隆さん　i和33年に医師不足　富田三郎さん
した納税貯蓄組合　（田中町本通り・70歳）　i32年、無医地区だ　　（川原町・70歳）　iに悩んでいたこの　　（神明町・74歳）
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

の結成に尽力。53年には、十日町納税　iった地区住民の強い要請にこたえ、医　i地域に医院を開業。以来39年余にわた
　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

貯蓄組合連合会会長に就任し、青色申　i院を開設。以来、41年問にわたり医療　iり地域医療の向上に貢献してこられま

告会、法人会、商工会議所等と密接な　i活動に従事されています。また、32年iした。また、45年からは保育所嘱託医、
　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

連携を図りながら、組織の充実と自主　iから学校医、45年からは保育所嘱託医　i47年からは学校医として児童・生徒の

運営の確立、広報活動に尽力されまし　iとして、児童・生徒の健康管理や養護i健康診断に従事し、養護教諭、保健婦
　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

た。また、十日町納税貯蓄組合連合会　i教諭等の相談役として尽力されていま　iなどの相談役として尽力されています。

の青年部・婦人部の設立、十日町市、中　iす。さらに十日町市・中魚沼郡医師会　iさらに、地域の「がん」制圧のため、
　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

里村、津南町の租税教育推進協議会の　i会長等を歴任され、地域保健医療の発　i検診事業などに先導的な役割を果たさ

設立にあたり多大な貢献をされました。i展と後輩の指導にも貢献されています。iれています。
　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

　今回の受賞は、これらの功績が認め　：　今回の受賞は、これらの功績が認め　1　今回の受賞は、これらの功績が認め

られたものです。　　　　　　　　　　　られたものです。　　　　　　　　　　　られたもりです。
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男女共同参画社会の

実現を目指して。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3111内線213へ。

　「十日町女性ネットワーク」は、男女共同参画社会実現

のために活動を行っている実践グループです。2年前から

コツコツ活動を行ってきたのですが、時代の要請でしょう

か、機が熟したとでも言うのでしょうか、今年9月に設立

総会を行い、正式にスタートすることができました。メン

　　　　　　　　バーは20人ほどで、年齢や職
　　　　　　　　業そして興味分野も様々です。

　　　　　　　　定例会は、月に1回公民館で

目からウロコの
「三井マリ子講演会」

行っています。

会の目的は①男女共同参画

社会の推進②育児・教育・福

祉・環境・労働・人権などの

問題に女性の視点からの提言

③「とおかまち女性プラン」

策定への協力推進を図る④住

みよいまちづくりの推進など

鍋を囲んでの今年の反省会

です。

会のメイン活動は、講師を招いての学習会です。会員に

よる手作りの学習会ですが、市民にも広く公開してします。

「女偏を考える」「女性学のススメ」「長岡市の女性プラン

と現状」などを開講しました。また、設立記念として開催

した三井マリ子さんの「ママは大臣パパ育児」の講演会に

は多くの市民の皆さんから参加していただきました。

会の中からは、新潟県女性海外派遣団に選ばれたり、先

日の「十日町女性議会」に議員として質問したりしたメン

バーもいて、会は着実に前進しています。みんな意識が高

く、積極的で、そして楽しい人たちです。いつも夜が更け

るのも忘れて熱い討論をしています。

「グチを言うのはやめて、言うなら意見を言いましょう」

というモットーに賛同でき、自己主張の強い人、ぜひ一緒

に活動しませんか。申し込みは事務局・児玉（稲葉盈57－

5486）へ。

㊥
　
簡
単
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
　
　
　
分
）
ミ
キ
サ
ー
に
か
㎝
る
。
そ

嚇
　
　
　
　
ρ

懲
も
の
で
す
　
ご
家
庭
で
簡
単
に
作
　
　
　
を
ぬ
り
￥
②
の
た
ね
を
流
し
込

鶴
　
　
れ
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
ご
紹
介
し
　
　
　
む
。

　
　
ま
す
。
し
っ
と
り
と
し
た
舌
ざ
わ
　
④
オ
ー
ブ
ン
で
約
3
0
分
焼
き
、
こ

　
　
り
が
最
高
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
具
ム
ロ
を
み
な
が
ら
ア
ル
ミ
ホ

　
一翻

　
　
〈
作
り
方
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
ル
を
か
け
￥
さ
ら
に
1
0
～
恰

　
　
①
小
麦
粉
を
ふ
る
い
に
か
け
て
お
　
　
分
焼
く
。

　
　
　
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
さ
ま
し
て
か
ら
￥
包
丁
で
型
か

O旛
②
購
篠
㌶
隷
濫
徹
吻
上
に

　
　
　
砂
糖
￥
d
麦
粉
￥
レ
モ
ン
汁
を
　
◎
表
を
出
し
　
切
り
分
け
て
で
き

　
　
　
な
め
ら
か
に
な
る
ま
で
（
約
1
　
　
あ
が
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ
ア
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
ハ
　
ぽ
ノ
さ
ギ
け
コ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　

働
　
　
　
－
．
『
　
叢
、
，
　
ー
　
　
叡
～

◎
盈
禰
馨
魑
簸
く
愚
懸
藩
・
鶏
犠
≧
乏
◎
霧霧
　このコーナーでは、登場していただく人を
　募集しています。問い合わせは企画人事
　　　　　　　ほ　ア　　　れ　ノ　　ユ　への

恥伽騨⑬懸醗嚢麟繭oo

懸　鱒燃o脚麟㊤

材　料（18cm1個分）

クリームチーズ…1箱（200g）

生クリーム…1パック（200cc）

たまご…3個

砂糖…808
小麦粉・薄力粉…大さじ3

レモン汁…大さじ1
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じようずに

描けたね〃
⑯八箇保育園

斉本飛鳥くん
　（6歳）

舞
轍

☆業．趨盛鋤
　ポケモンパウスを買ってもらったん

だ。ポケモンの病院や川くだりなんか

があるんだよ。ポケモンの中では￥ミ

ュウツーとミュウが大好きなんだ。

轡轟難轟☆鑑

　ポケモンたち（ピカチュー￥フシギ

ダネ、コダック、ピクシー、ヒトカゲ）

が遊んでいる絵だよ。私のお気入はフ

リーザーとミュウツーなの。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■

（ピカチュー￥フシギ　服部容子ちゃん

ピクシー、ヒトカゲ）　　　　（6歳）

fよ。私のお気入はフ

）ツーなの。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
．
．
．
．
．
．
．
6
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
●
．

本気の本音
㊥骨ら敵璽から㊥￥

麗
す
轟
膿
事
馨
耀
郵
鰭
欝
群
駐
賠
馨
袴
．

今
後
は
総
合
的
な
企
画
立
案
の
能
力
を
伸
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
、
私
の
2
0
歳
の
こ
ろ
に

く
ら
べ
、
上
司
に
対
し
て
も
気
兼
ね
な
く

は
き
は
き
と
も
の
を
言
っ
て
き
ま
す
。

若
い
世
代
の
職
員
が
職
場
の
刺
激
に
も

い
ま
す
。
私
た
ち
の
職
場
は
職
員
1
4
人
の
平
均

年
齢
が
3
3
歳
と
若
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
何
で
も
話
せ
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
係
長
と
と
も
に
そ
ん
な
雰
囲
気
を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
　
中
魚
沼
農
業
共
済
組
合
で
8
千
人
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
農
機
旦
↑
建
物
共
済
を
あ
ず
か
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
あ
き

　
　
池
田
誠
係
長
（
桑
原
）
と
若
手
の
ホ
ー
プ
小
林
立
昌
さ
ん
（
川
西
町
）
で
す
。

　　　　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。

　　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3H　I内線213へ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

璽

　
太
田
島
に
4
人
兄
弟
の
2
番
目
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
の
生
家
は

太
田
島
の
上
島
に
あ
っ
た
田
ん
ぽ
の

中
の
一
軒
家
で
し
た
の
で
、
冬
に
な

る
と
毎
朝
の
道
踏
み
が
父
の
日
課
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
父
は
毎
朝
5
時

過
ぎ
に
起
き
、
身
の
丈
ほ
ど
も
積
っ

た
新
雪
を
1
時
間
以
上
か
け
て
道
踏

み
し
た
も
の
で
す
。

　
道
が
付
か
な
く
て
は
学
校
に
行
く

こ
と
も
で
き
ず
、
時
に
登
校
が
遅
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
教

師
は
厳
格
で
、
理
由
を
説
明
し
て
も

許
し
て
も
ら
え
ず
、
き
も
の
の
裾
に

氷
を
付
け
た
ま
ま
廊
下
に
立
た
せ
る

よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
1
0
歳
の
時
に
、
国
道
沿
い
に
引
っ

越
し
た
こ
と
で
、
そ
ん
な
雪
の
苦
労

か
ら
は
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
1
6
歳
の

年
に
水
沢
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
、
そ
の
後
3
年
間
は
実
家
の
商
店

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
2
0
歳
に
な

ヂ

山中タマさん
（土市2）83歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3111内線213へ。

っ
て
品
川
に
上
京
し
、
近
藤
鉄
工
所

と
い
う
企
業
の
社
長
宅
で
お
手
伝
い

さ
ん
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
上

京
し
て
半
年
後
の
2
月
2
6
日
、
小
雪

の
ち
ら
つ
く
中
で
起
き
た
、
二
・
二

六
事
件
当
日
の
こ
と
は
今
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
実
家
の
繁
盛
も
あ

り
、
2
2
歳
で
再
び
実
家
に
戻
っ
た
私

は
、
弟
と
一
緒
に
鹿
渡
の
発
電
所
工

事
の
作
業
員
を
相
手
に
「
諸
式
屋
」

（
生
活
に
係
わ
る
全
て
の
物
資
を
扱

う
商
売
）
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

当
時
大
規
模
な
工
事
現
場
で
働
く

人
々
の
労
働
条
件
は
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
戦
争
時
代
を
く
ぐ
り
抜
け
、
生

涯
に
11
回
の
引
っ
越
し
を
し
て
、
5

人
の
子
供
を
育
て
あ
げ
ま
し
た
が
、

挫
折
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
に
忍
耐
力
が
つ
い
た
の
は
何
よ
り

も
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
、
親
の
気
持

ち
を
感
じ
と
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
付
け
て

国
や
家
族
に
負
担
を
か
け
ず
に
余
生

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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中条中男子駅伝部が
県中学駅伝初制覇

　
第
8
回
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
1
1
月
2
1
日
㈲
、

新
潟
市
陸
上
競
技
場
周
辺
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
中
条
中

学
校
男
子
が
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
全
中
出
場

経
験
者
（
宮
沢
直
人
く
ん
）
を
ア
ン
カ
ー
に
起
用
し
た

中
条
中
は
、
終
始
優
勝
圏
内
で
レ
ー
ス
を
展
開
、
期
待

ど
お
り
ア
ン
カ
ー
で
2
6
秒
差
を
逆
転
し
て
の
優
勝
で
し

た
。
こ
の
結
果
中
条
中
男
子
は
、
1
2
月
2
3
日
（
天
皇
誕

生
日
）
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
駒
を
進

め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
し

　
写
真
前
列
左
か
ら
、
岡
田
雄
君
（
1
区
）
、
水
落
憲

明
君
（
2
区
）
、
阿
部
由
明
君
（
3
区
）
、
春
川
勝
也
君

（
4
区
）
、
山
田
洋
平
君
（
5
区
）
、
宮
沢
直
人
君
（
6

区
）
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
　
　
　
　
1
1
月
2
2
日
㈲
、
東
京
都
・
日
野
市
で
開
か
れ
た
「
日

　
　
た
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
秋
ま
つ
り
バ
ザ
⊥
に
下
条
の

　
　
し

　
　
ま
皆
さ
ん
約
5
0
人
が
参
加
し
、
日
野
市
の
皆
さ
ん
と
交
流

を
き
を
深
め
合
い
ま
し
た
．
こ
の
秋
ま
つ
り
バ
ザ
ー
へ
の
参

力
㏄
加
は
、
今
回
で
－
回
目
と
言
ま
し
た
．
付
き
合
い
の

魅
R
長
い
人
も
多
く
、
会
場
到
着
と
同
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
交

の
P
流
が
始
ま
り
ま
し
た
．

条
眺
ま
た
・
こ
の
交
流
で
生
ま
れ
た
カ
ッ
プ
ル
が
何
組
も

下
1
0
あ
る
そ
う
で
す
．
残
念
な
が
ら
日
野
市
に
も
不
景
気
の

　
　
　
　
影
響
が
出
て
い
て
、
お
客
様
は
例
年
よ
り
若
干
少
な
目

　
　
　
　
で
し
た
が
、
そ
れ
を
補
っ
て
余
り
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
元

　
　
　
　
気
の
よ
さ
で
、
会
場
内
は
終
始
あ
っ
た
か
い
雰
囲
気
に

　
　
　
　
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

履宏ひ¢5、
十日町総合高校、川西高校英語指導助手。
アメリカカリフォルニア州サンディエゴ出身。

　皆さん、冬を迎える準備はできましたでしょうか。私は

いつでも大夫丈です。先日、アメリカでの休日から帰って

来ました。大好きな家族みんなや、友達に会えて良かった

です。

　さて、冬休みが間もなくやってきます。大切な人と連絡

を取り合って、感謝の気持ちを忘れずに伝えておきましょ

う。楽しいクリスマスと新年をお過ごしください。

　皆さん、新年の抱負は考えましたか？？　それではまた！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロメロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　アール・ロメロ

　　　　ls　everybody　ready　for　winter？I　know　l　am！l　recently

came　back　from　a　vacation　in　the　U．S．A．lt　was　good　to

see　a”my　fam”y　and　friends，whom　l　Iove　so　much．

　　　　The　winter　ho”days　are　coming　soon．Don’t　forget

to　contact　those　you　Iove　and　show　your　appreciation．l

wish　you　a”a　Merry　Christmas　and　a　Happy　New　Year．

　　　　What　wi”your　New　Year’s　Resolution　be？？Good

luck！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Romero．

Ψ
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市内からは女性2人が

中南米と北アフリカに出発

　
隊
員
の
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
、
開
発
途
上
国
の
国

づ
く
り
や
人
材
育
成
に
協
力
す
る
と
い
う
青
年
海
外
協

力
隊
事
業
が
発
足
し
て
今
年
で
34
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
度
は
市
内
か
ら
、
鈴
木
し
の
ぶ
さ
ん
（
本
町
6

1
1
）
と
後
藤
徳
子
さ
ん
（
東
京
都
出
身
、
総
合
高
校

教
諭
）
が
第
2
次
隊
に
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
中
南
米
の
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
と
北
ア
フ
リ
カ
の
モ
ロ
ッ
コ
で
2
年
間

の
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
発
を
前
に
し

た
11
月
3
0
日
㈲
に
は
2
人
が
本
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し

今
後
の
活
動
予
定
や
、
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
鈴

木
さ
ん
は
国
営
の
焼
き
物
の
工
房
で
技
術
・
デ
ザ
イ
ン

指
導
を
、
後
藤
さ
ん
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
観
光
専
門
学
校

で
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成
支
援
に
活
躍
し
ま
す
。

た
＋
日
町
市
民
謡
協
会
と
＋
日
町
市
舞
踊
協
会
が
主
催

し　
　
　
　
す
る
民
謡
舞
踊
大
競
演
会
が
1
2
月
6
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0

了魅
で
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ
の
競
演
会
は
、
市
内
の
民
謡
．

を
典
舞
踊
各
会
が
総
出
鑛
す
る
、
ま
さ
に
＋
日
町
市
の
歌
と

衆
祭
踊
り
の
祭
典
で
す

観
の
今
回
は
節
目
の
1
5
回
．
午
後
の
部
の
開
演
に
先
立
ち
、

の
勘
宮
沢
政
信
大
会
絵
長
（
＋
日
町
市
民
謡
協
会
会
長
）
ガ

員
お
「
こ
の
競
演
会
が
1
5
回
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
の
は

商
と
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
温
か
い
ご
声
援
の
お
か
げ
と
感
謝

愚
旋
し
隻
今
後
と
も
技
芸
の
上
達
に
励
み
た
い
と
田
心
い

　
　
　
　
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

　
　
　
　
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
を
凝
ら
し
た
舞
台
演

　
　
　
　
技
は
、
終
始
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

問
健
健
盈

●

ま
だ
ま
だ
多
い
胃
が
ん

◎
死
亡
原
因
の
1
位
は
「
が
ん
」

　
が
ん
で
亡
く
な
る
人
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
市
内
全
死
亡
者
の
3
～
4

人
に
1
人
が
「
が
ん
」
で
す
。
が
ん

死
亡
の
1
位
は
「
胃
が
ん
」
で
、
圧

倒
的
に
男
性
が
多
く
、
平
成
9
年
で

は
女
性
の
3
倍
で
す
。
ま
た
5
0
代
で

増
え
始
め
6
0
～
7
0
代
に
な
る
と
急
増

し
ま
す
。

平成9年年齢別胃がん死亡者数（十日町市）

6

12

圏
6

3

貿律
上塑

70
～
7
9

60
～
6
9

㎜
50～
5
9

11

40
～
4
9

39
以
下

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
む

　
仏
1
1

　
が
ん
は
日
ご
ろ
の
食
生
活
や
た
ば

こ
等
の
影
響
が
大
き
い
と
い
わ
れ
、

加
齢
に
と
も
な
い
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
常
生
活
の

中
で
で
き
る
だ
け
が
ん
の
原
因
を
取

り
除
く
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
予

防
が
可
能
で
す
。

「
が
ん
予
防
の
祀
か
条
」

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

③
食
べ
過
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
ひ
か

　
え
め
に

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
タ
バ
コ
は
少
め
に

⑥
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の
も

　
の
を
多
く
と
る

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱
い

　
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

⑧
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑩
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑪
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

⑫
体
を
清
潔
に

◎
年
に
1
回
は
検
診
を
受
け
よ
う

　
が
ん
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
常
生

活
に
注
意
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
が
ん
に
な
っ
て
い
な
い
か

早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
が
ん
の
初
期
は
自

覚
症
状
が
な
い
た
め
、
発
見
す
る
に

は
が
ん
検
診
が
有
効
で
す
。
市
の
胃

が
ん
検
診
で
は
昨
年
7
人
の
早
期
が

ん
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
人
の
た
め
に
、
1
月
2
7
・

28

日
に
今
年
度
最
後
の
検
診
を
行
い

ま
す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
早

目
に
健
康
福
祉
課
へ
。
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か
け
ま
せ
ん
か

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
1
2
月
の
定
期
投
影

霧
目
時
”
1
2
月
2
0
日
㈲
・
2
7
日
㈲
午
前
1
1

時
～
4
0
分
間
纏
特
別
投
影
H
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
プ
ラ
ネ
「
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
特
集
」

12
月
2
3
日
㈱
午
後
7
時
3
0
分
～

霧
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル
霧
入
場
料
H

一
般
日
2
百
円
、
中
学
生
以
下
“
百
円
纏

間
合
せ
H
中
里
村
教
育
委
員
会
（
智
6
3
1

4
4
7
8
）
へ
。

ど
ん
ぐ
り

　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

　
～
ク
リ
ス
マ
ス
の
ま
き
～

霧
日
時
目
1
2
月
1
9
日
ω
午
後
2
時
～
3
時

霧
場
所
口
公
民
館
本
館
膨
内
容
H
絵
本
、

お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
ほ
か
雛
問

合
せ
H
公
民
館
本
館
図
書
室
（
費
5
7
1
5

0
1
1
）
へ
。

小
さ
な
夜
の
音
楽
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ョ
じ
ク
ン

　
今
年
は
特
別
ゲ
ス
ト
に
張
理
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
と
た
ぐ
ち
た
か
よ
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）
を
迎
え
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
コ

ー
ラ
ス
に
の
せ
て
お
届
け
し
ま
す
。
纏
日

時
H
1
2
月
2
2
日
㈹
午
後
7
時
～
（
開
場
6

時
3
0
分
）
霧
会
場
H
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

十
日
町
教
会
礼
拝
堂
（
十
高
前
）
霧
入
場

料
H
大
人
“
千
5
百
円
、
中
高
生
”
千
2

百
円
（
当
日
共
）
笏
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
目
田

倉
（
盈
5
7
－
2
2
7
7
）
獲
問
合
せ
H
岡

元
（
智
5
2
1
6
8
0
0
）
へ
。

福
祉
講
演
会

霧
テ
ー
マ
H
「
自
立
生
活
へ
の
道
」
～
障

害
者
福
祉
の
新
し
い
展
開
～
霧
講
師
目
石

渡
和
実
さ
ん
（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
助

教
授
）
籔
日
時
“
1
2
月
1
7
日
㈱
午
前
1
0
時

～
H
時
3
0
分
霧
会
場
H
な
ご
み
の
家
会
議

室
（
塚
原
町
）
霧
受
講
料
H
無
料
霧
問
合

せ
H
な
ご
み
の
家
（
智
52

－
5
2
1
2
）

へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

雪
ま
つ
り
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

霧
日
時
H
1
2
月
1
9
日
㈹
午
後
6
時
～
雛
場

所
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
大
ホ
ー
ル
）
霧
ゲ
ス
ト

H
9
8
キ
リ
ン
生
ビ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ

ー
ル
霧
会
費
H
3
千
円
霧
申
込
み
H
雪
ま

つ
り
事
務
局
（
智
5
7
f
3
3
4
5
）
へ
。

12

月
の

え
趨
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

纏
日
時
H
1
2
月
2
2
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
雛
内
容
H
「
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ

料
理
」
パ
ン
の
タ
ル
ト
、
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ

ほ
か
霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
影
参
加
費
H
5
百
円
霧
定
員
H
1
8
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
雛
そ
の
他

”
エ
プ
ロ
ン
持
参
の
こ
と
霧
申
込
み
H
東

北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
智
52
－
3
1

0
7
）
へ
。

市議会箋出醐くださ、、

　　平成犯年第4回定例市議会
　　　　会期　12月8日㈹～25日鐡

第4回定例市議会が開催されて》〉ます◎12月11

日以降の本会議日程をお知らせしますので、傍聴

においでください（車イスの人も傍聴できます）。

ロ本会議　12月21日（月）・22日㈹・24日㈱・25日轡

　　　　4日間とも午前10時開会です。21日（月）・

　　　　22日㈹・24日㈱は一般質問です。

◆
福
祉
施
設
職
員
募
集
　
社
会
福
祉
法
人

あ
か
ね
会
で
は
来
年
4
月
採
用
職
員
を
募

集
中
笏
募
集
職
種
・
人
数
H
①
指
導
員

（
男
性
）
1
人
②
栄
養
士
兼
事
務
員
1
人

笏
応
募
資
格
門
①
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
～

56
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
高
校
卒
業
以

上
の
晋
通
免
許
所
持
者
②
昭
和
4
5
年
4
月

2
日
～
54
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
栄
養

士
免
許
と
普
通
免
許
の
所
持
者
笏
募
集
締

切
一
1
月
9
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）
笏
間
合
せ
・
申
込
み
”
あ

か
ね
会
（
費
6
8
1
4
0
1
3
）
へ
。

◆
新
潟
県
ベ
ン
チ
ャ
ー
実
践
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

笏
対
象
H
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
、

そ
の
事
業
化
を
目
指
す
人
。
新
規
事
業
展

開
を
考
え
て
い
る
人
勿
定
員
H
1
0
人
程
度

笏
日
程
H
1
月
1
2
日
㈹
～
2
月
9
日
㈹
全

質問者 質　　問　　事　　項

21

　
日
　
㈲

庭野政義議員
・ふる里創成　　・企業誘致
・河川問題

・学校給食と空き教室利用

水落　明議員 ・毒薬物の救急医療体制の強化

樋口利明議員
・水道料金問題

・雪国のみち、歩道の新設と除雪・治雪

・来年度の地域産業政策

庭野茂美議員
・まちづくり三法と商業振興
・Wカップサッカーべ一スキセンプ誘致

・ダイオキシン数値の考え方

22
　
日
　
㈹

南雲金一議員
・行政改革と地域開発　・駅周辺開発
・地方分権による広域行政

根津東六議員
・水道料金問題　・信濃川の水問題
・地域福祉行政　・敬老会について

大島広栄議員 ・学校統合問題　・中学校給食

河野辺久美子議員 ・豪雪地帯における高齢者世帯対策

尾身隆一議員
・信濃川の水問題

・水道料金問題　・不況対策

24

日
内

野上　清議員 ・堆肥センター構想　・中山間地対策

小川元一議員
・水資源対策

・入と環境とまちづくり

宮嶋正一議員
・地域高規格道路

・高齢化社会における雪国の住宅

増
加
の
一
途
、

●
老
人
医
療
費
の
動
向

　
9
年
度
に
市
が
支
払
っ
た
老
人
医
療
費

の
総
額
は
約
4
3
億
8
千
8
百
万
円
で
、
8

年
度
に
比
べ
る
と
2
億
8
千
4
百
万
円

（
6
・
9
％
）
増
え
、
年
々
確
実
に
増
加

し
て
い
ま
す
（
図
1
参
照
）
。
ま
た
、
9
年

度
の
一
人
当
た
り
老
人
医
療
費
は
、
5
年

度
に
比
べ
て
9
万
1
千
円
（
1
6
・
1
％
）

上
昇
し
て
い
ま
す
（
図
2
参
照
）
。

1〉年間総医療費の推移

市
の
老
人
医
療
費
の
動
向

〈図2〉

年間1人当たり医療費の推移

剰
　　　　　　　　　　　65万
　　　　　　　　　　　5千円
　　　　　　63万
　　　　　　3千円

　　　　　　　　63万
　　　　　　　　9千円

　　　60万
56万　8千円

4千円

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

43

億
8
8
0
0
万
円

覗
億
4
0
0
万
円

39

億
3
5
0
0
万
円

35

億
9
2
0
0
万
円

31
億
9
6
0
0
万
円

〈図

（億円）

　50－

　40－

　30－

　20一

0
9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

65

60

0

●
老
人
医
療
費
は
だ
れ
が
負
担
す
る
の
？

　
7
0
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど
の
人
は
6
5

歳
以
上
）
の
人
が
医
療
を
受
け
る
場
合
は

「
老
人
保
健
法
」
が
適
用
さ
れ
、
医
療
に

要
す
る
費
用
は
一
部
の
自
己
負
担
分
（
入

院
1
日
千
百
円
、
通
院
1
回
5
百
円
で
ー

か
月
2
千
円
が
限
度
、
薬
剤
の
一
部
負
担
、

食
事
代
な
ど
）
の
ほ
か
は
、
公
費
と
加
入

し
て
い
る
各
医
療
保
険
制
度
で
負
担
し
ま》
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5
回
笏
会
場
H
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
笏

受
講
料
”
無
料
笏
応
募
方
法
一
申
込
書

（
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
）
を
申
込
先

に
提
出
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
に

よ
り
決
定
笏
申
込
・
問
合
せ
”
新
潟
県
商

工
労
働
部
新
産
業
振
興
課
育
成
支
援
係

（
盈
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1
内
線

2
7
8
2
）
へ
．

◆
年
末
年
始
は
市
の
業
務
を
休
み
ま
す

笏
市
役
所
H
1
2
月
2
9
日
㈹
～
1
月
3
日
㈲

ま
で
業
務
を
休
み
ま
す
。
た
だ
し
、
市
民

生
活
課
、
健
康
福
祉
課
、
税
務
課
、
会
計

課
、
水
道
局
の
窓
口
は
2
9
日
㈹
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
1
5
分
ま
で
と
、
3
0
日
㈱

午
前
8
時
30
分
～
正
午
ま
で
の
間
業
務
を

行
い
ま
す
。
笏
公
民
館
本
館
・
各
地
区
館

目
1
2
月
2
8
日
㈲
～
1
月
4
日
㈲
ま
で
休
館

し
ま
す
。
笏
博
物
館
髄
1
2
月
2
7
日
㈲
～
1

月
4
日
㈲
ま
で
休
館
し
ま
す
。
笏
総
合
体

育
館
”
1
2
月
2
8
日
㈲
は
午
後
5
時
で
閉

館
。
1
2
月
2
9
日
㈹
～
1
月
3
日
㈲
ま
で
休

館
し
ま
す
．

◆
衛
生
施
設
組
合
か
ら
の
お
願
い

ω
冬
期
間
は
降
雪
状
況
に
よ
り
一
時
的
に

収
集
不
可
能
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
の
降
雪
の
た
め
ご
み

集
積
庫
の
と
び
ら
（
特
に
二
段
式
観
音
と

び
ら
の
下
段
）
を
開
け
て
ご
み
を
取
り
出

せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
集
積
庫
前
の

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
③
ご
み
収
集
車

内
で
火
災
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
自
動
点
火
装
置
付
き
の
石
油
ス
ト
ー
ブ

に
石
油
と
電
池
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
原

因
で
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
器
具
は

必
ず
電
池
を
取
り
外
し
、
燃
料
は
完
全
に

抜
き
取
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
豆
炭
等
の
取
り
灰
は
完
全
に
火
が
消
え

て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。
笏
間
合
せ
随
十
日
町
市
川
西
町

衛
生
施
設
組
合
（
盈
52
1
3
9
2
4
）
へ
。

◆
年
末
・
年
始
は
ご
み
収
集
を
休
み
ま
す

　
1
2
月
31
日
㈲
～
1
月
3
日
㈲
ま
で
の

間
、
ご
み
収
集
及
び
高
城
沢
不
燃
物
中
継

地
は
休
み
ま
す
。
1
2
月
2
9
日
㈹
、
30
日
㈱

は
平
常
業
務
を
行
い
ま
す
。
な
お
年
末
の

ご
み
の
持
ち
込
み
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
焼
却
場
（
午
前
8
時
4
5
分
～
午
後
4
時

45
分
）
や
高
城
沢
不
燃
物
中
継
地
（
午
前
8

時
30
分
～
午
後
4
時
3
0
分
）
へ
の
持
ち
込

み
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
勿
問
合
せ

U
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
へ
。

◆
「
ク
ロ
ス
ー
0
」
の
年
末
年
始
の
業
務

笏
休
館
日
H
1
2
月
2
9
日
㈹
～
1
月
1
日
㈹

（
1
2
月
2
8
日
㈲
は
正
午
で
閉
店
し
ま
す
）

笏
営
業
日
一
1
月
2
日
㈲
・
3
日
㈲
は
午

前
9
時
～
午
後
5
時
の
間
、
物
産
ホ
ー
ル
・

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
み
営
業
。
1
月
4
日
㈲

か
ら
は
通
常
業
務
と
な
り
ま
す
。

す
。
老
人
医
療
費
が
増
え
る
と
市
の
国
保

会
計
の
持
ち
出
し
と
、
一
般
会
計
か
ら
支

出
す
る
経
費
が
増
え
、
財
政
を
苦
し
く
し

ま
す
。

●
医
療
費
を
上
手
に
使
い
ま
し
よ
う

　
病
気
や
ケ
ガ
は
突
然
お
そ
っ
て
く
る
も

の
で
す
。
安
心
で
適
切
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
重
複
受
診
や
ハ
シ
ゴ
受
診
は
や
め
る

②
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

③
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
る

④
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

⑤
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が

　
け
る

⑥
受
診
の
と
き
は
、
保
険
証
・
老
人
医
療

　
受
給
者
証
・
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に

⑦
医
療
費
に
関
心
を
も
つ
。

笏
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

◆
住
宅
用
地
の
異
動
は
申
告
を

　
住
宅
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地
は
、

事
務
所
や
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
敷
地
に

使
つ
て
い
る
土
地
に
比
べ
、
特
例
に
よ
つ

て
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
住
宅
用
地
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措

置
と
い
い
ま
す
。
平
成
1
0
年
中
に
次
の
よ

う
な
異
動
が
あ
っ
た
人
は
申
告
し
て
く
だ

赤華掌募金燕羅生越信次（10寿円）

歳末助け合麟募金燕竃妻有郷同窓

（21，850円1匿名（5，000円）

十日町市公民館へ；吉田サク（露

町西・花器11個）

公民館図書室へ馨庭野正子（高田

情報館準備室へ葺南雲幸三（本町

一2）庭野富吉（本町7－2）誰
町踏青旬会、東北電力㈱棄願町営

所（宮田購）

さ
い
。
①
こ
れ
ま
で
住
宅
の
敷
地
で
な
か

っ
た
土
地
に
、
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
人

②
事
務
所
や
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
替
え
た

人
③
住
宅
を
取
り
壊
し
た
人
。
ま
た
は
事

務
所
や
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
も
の
に
替

え
た
人
笏
申
告
先
目
印
鑑
持
参
の
上
、
1

月
2
0
日
㈱
ま
で
に
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

◆
交
通
安
全
門
松
の
配
布
取
り
や
め
に

つ
い
て
　
師
走
恒
例
と
な
つ
て
い
た
交

通
安
全
門
松
の
配
布
は
今
年
よ
り
諸
般

の
事
情
に
よ
り
取
り
や
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
雛
間
合
せ
目
市
民
生
活
課
生

活
環
境
係
へ
。

寄偲あ蟻がとう
　　　麟月25日届け出分まで（敬称略）

園地域福祉事業へ二宮澤禮子（小黒

沢10万円）南中学校1年舜ヤリティ

ーバザー（15，601円）新潟県電気工

事工業組合十日町支部（15万円）

爾交通遺児等援助基金へ塞十田町高

校定時制生徒会（48，195円）

團羽根川荘へ＝仲好会（8，700円）中

条会（5，7◎0円）上原老人iクラブ（600

事
爾
校
團
条
円
幽
園
会
幽
下
園
町
爾
6
日
業
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）
　
　
　
　
十
町
公
4
情

◆
市
長
の
病
気
入
院
に
伴
う
職
務
代
理

者
の
設
置
に
つ
疑
て
　
本
田
市
長
の
左

肩
炎
症
に
よ
る
病
気
入
院
に
伴
い
、
盤

月
7
日
か
ら
当
分
の
間
、
柳
冨
士
雄
助

役
が
市
長
の
職
務
を
代
理
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
市
長
の
入
院
期

間
は
概
ね
3
週
間
程
度
の
見
込
み
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
翅
月
の
勤
お
ま
ち
し
て

ま
す
暖
和
室
臨
は
お
休
み
し
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります
ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境

品　　　　名 規　格 希望価格

スノータイヤ
ヨコハマガーデックス175一ア0

14インチ、ホイーノレ付、4本 相談で

スタッドレスタイヤ
ダンロツプ195－65R15

15インチ、4本、新品同様 1万5千円

力 一　　ナ ビ シャープ6EGP2
ポータブル型H8製 1万5千円

石油ストーブ 反射式 相談で

田 植　　え 機 乗用2条植え 5万円
コ ン　バ　イ ン 105型 20万円

乾 燥 機 15俵用 20万円

調 整 機 10万円

マ ツ　ト　レ ス 1枚 2千円
スタンドピアノ ヤマパ 相談で

スキーウエア
ジュニア女子
アルペン用、150cm 3千円

除 こ目
／並 機 日立 相談で

裁 ち 板 木製 千円

足踏みミシン 無　料

ポータブルミシン ブラザー電動式 5千円
子供用ブランコ

スチール製
2年位使用

無　料

マイコンオイルヒーター
アサヒ1200W、リモコン

タオルハンガー付、新品 1万円
ワ 一　　プ 口

カシオHX－3

新品同様 2万円
介護用、ベッ 卜 大人用 無　料

簗

子　　　供 服 女の子用
130～140cm

相談で

マタニティウエア L・LLサイズ 無　料

冷　　　蔵 庫 小型
／／

洗躍用乾燥機
／ノ

電　子　辞 典 和英
／ノ

ベビークーハン（かご） 2千円
電　子　手 帳 相談で

ドラムー式（打楽器） ヤマパ 〃

ミ日

z皿 室 花用
／／

か や
麻製、大小問わず
穴あきでも可 無　料

ポータブルミシン 〃

一　　　輪 車 子供用16インチ 相談で

75平成10年12月10日号
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十
日
町
市
史
を
読
む
⑳

慧噂

村

の

お
き
懇

捷

欝
撚
鍵

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
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江
戸
時
代
の
村
は
、
領
主
が
農
民

を
支
配
す
る
た
め
に
設
け
た
も
の
で
、

農
民
を
掌
握
し
、
年
貢
を
徴
収
す
る

た
め
の
基
礎
単
位
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
農
民
に
と
っ
て
村
は
、
江
戸
時
代

以
前
か
ら
長
い
年
月
を
か
け
て
築
き

上
げ
て
き
た
生
活
の
基
盤
で
、
用
水

や
肥
料
の
確
保
、
道
・
橋
の
普
請
や

洪
水
を
防
ぐ
川
普
請
な
ど
の
共
同
労

働
、
冠
婚
葬
祭
の
つ
き
あ
い
な
ど
、

共
同
社
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
必

要
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
掻
霜

磁
蟹
專
建
刃
　
　
　
・
、
．
議

謹
雛
欝
灘
難
鑓

灘曝琴『　　’響　　1
醐嚇穂　　　　　嚢　　　，

　　　　　　村決めへの署名（北鐙坂）

　
村
人
は
、
共
同
社
会
と
し
て
の
村

を
維
持
し
、
円
滑
に
運
営
す
る
た
め

に
村
独
自
の
取
り
決
め
（
村
決
め
）

を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
に
残
る
最
古
の
村
決
め
は
、

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
年
八
月
の

山
谷
村
（
吉
田
）
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
村
決
め
に
は
、
①
稲
・
雑
穀
・

菜
・
大
根
な
ど
を
盗
ん
だ
者
は
、
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
ぼ
し
ば

久
に
村
か
ら
追
放
す
る
。
②
刈
干
場
・

林
か
ら
草
一
把
・
薪
一
本
で
も
盗
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
た

切
り
し
た
ら
、
持
っ
て
い
た
鎌
・
錠

な
ど
を
没
収
し
て
林
の
持
ち
主
に
与

え
る
。
と
い
う
も
の
で
、
村
人
2
7
人

が
印
鑑
を
押
し
て
い
ま
す
。

　
わ
ず
か
二
箇
条
の
簡
単
な
も
の
で

す
が
、
当
時
の
村
の
一
員
と
し
て
、

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な

ル
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
村
決
め
は
、
生
活

す
る
上
で
の
基
本
的
な
約
束
事
か
ら

始
ま
り
ま
す
が
、
世
の
中
が
複
雑
化

す
る
に
つ
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
村
決

め
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
庄
屋
な
ど
の
村
役
人
の
選
出
方
法

や
順
番
、
村
の
経
費
の
負
担
割
合
、

対
外
的
な
問
題
の
処
理
と
経
費
の
負

担
、
な
ど
村
人
が
全
員
参
加
す
る
中

で
決
め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

　
　
　
　
　
（
通
史
編
2
　
近
世
一
）

』
灘
ヴ
『
｝
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ノ

錨醐舗懸．翻　尋　i　　　　　　　⑭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　11月に初雪が降り、めっきり冬めいてきました。長岡市の酒井先生の予想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　では、根雪は昨年より早く例年並の12月下旬ころで、十日町の積雪は例年値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　245cmに対して予想値250cmくらいとのことだそうです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんしゅつよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　周りの植物も、木々の葉が落ち、野草の越冬葉（ロゼット葉…根出葉）が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　目立つようになり、冬の様相が強くなっています。茎が短くなって、根もと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　あるいは地下茎から直接地上に出た葉を根出葉といいます。一見、根から葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　が出ているように見えるので、この名があります。その根出葉が、バラの花
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　を押しつぶしたような形の模様に見えることからロゼット葉ともいわれてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　ます。タンポポのように地表に接して根出葉（ロゼット葉）を広げて越冬す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　る野草をロゼット植物といい、生活形では半地中植物に属しています。ヒナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ギク、ヒメジョオン、オオバコなどいろいろ目に入ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●1

十目町市民の動き（11月末目現在）

　■人　口　　44，642人（前月比一27）

　　　男21，922人（ノソー15）
　　　女22，720人（〃一12）
■世帯数　　12，963　（前月比一4）

ホ
ッ
ト
ひ
と
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
∂

　
　
　
編
・
集
・
室

　
青
信
号
を
渡
り
終
わ
っ
た
川
治
小
の
子
供

た
ち
が
、
反
対
側
を
振
り
向
い
て
ペ
コ
リ
と

頭
を
下
げ
る
。
そ
ん
な
光
景
を
総
合
庁
舎
前

の
横
断
歩
道
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
「
い
い
え
、

ど
う
い
た
し
ま
し
て
」
と
車
の
中
で
つ
ぶ
や

き
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
姿
に
そ
の
日
1
日

が
清
々
し
く
思
え
て
く
る
も
の
で
す
。
「
交
通

ル
ー
ル
」
を
守
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
の
中

に
も
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
車
の
運
転
に

『
人
ひ
と
り
の
人
柄
や
心
の
ゆ
と
り
が
表
れ

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
今
年
の
師
走
も
、
1
1
日
か
ら
大
晦
日
に
か

け
て
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
何
か
と
飲
酒
の
機
会
が
多
い
こ
の
季

節
、
「
忘
年
会
が
社
会
的
な
お
つ
き
あ
い
」
な

ら
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
「
社
会
的

な
常
識
」
の
は
ず
。
不
況
が
長
引
く
せ
ち
が

ら
い
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
せ
め
て
健
康
に

は
気
を
付
け
て
、
無
事
故
無
違
反
で
明
る
い

新
年
を
迎
え
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
寒

風
の
中
で
検
問
に
立
つ
お
巡
り
さ
ん
に
も
「
ご

苦
労
様
で
す
」
と
一
声
か
け
て
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
な
心
の
余
裕
を
持
っ
て
、
年
を
越
し
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
①

76




